
体験館

款

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

項

ト

単位：千円
２４年度

目

２５年度 ２６年度 ２７

担

年度 ２６年度

（決算）

当

（決算） （決算） （予

係

算） 事業費内訳

事業費

夢

　① 0 77,720 5

と

29,282 0 合計 5

学

29,281,592

び

 円
需用費 24,01

の

8,253 円

財
　
源

科

特定財源 0 0 50,0

学

00 0 委託料 17,7

体

66,000 円
工事

験

請負費 450,195

館

,134 円

一般財源

3

0 77,720 479

2

,282 0 原材料費 2

4

34,684 円
備品購入費 37,067,521 円

職員人件費　② 0 6,312 8,447 0

総事業費（①＋②） 0 84,032 537,729 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 寄附金

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

度

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

（

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

平

総合計画
分野 福祉安全

成

基本施策 次世代育成・

２

子育て支援
施策体系

施

６

策の内容 子どもの居場

年

所づくり

目
　
　
　
的

　

度

中央児童館を夢と学び

評

の科学体験館として

主

価

た
る
内
容

○科学体験や

）

科学遊びが楽しめる施

刈

設に整備
改修整備する

谷

とともに、プラネタリ

市

ウム投映 　する。
機器

事

を更新し、最新の魅力

務

的な施設として整 ○光

事

学式とデジタル式を兼

業

ね備えた最新型の
備す

評

る。 　ハイブリッド式

価

プラネタリウムを導入

シ

する｡
○ドームスクリ

ー

ーンを張り替え、座席

ト

を更新
　する。

位
置
づ

（

け

関連計画

根拠法令

対

様

象者 対象者を限定せず

式

事業期間 平成２５年度

１

～ 平成２６年度

実施方

）

法 ■直営　□委託　□

会

指定管理　□補助・助

計

成　□その他

名 担当部 次世代育

Ｂ
　

成

事
　
業
　
実
　
績

２４年

部

度実績 ２５年度実績 ２

一

６年度実績 ２７年度計

般

画

　 ・科学体験館整備

会

工事実施設 ・科学体験

計

館整備工事完了 　
　 　

（

計 ・プラネタリウム更

仮

新工事完 　
　 ・プラネ

称

タリウム更新工事着 　

）

了 　
　 　工（2ヵ年の

夢

継続工事） 　
　　　―

と

―――――― 　　　―

学

――――――

　科学体

び

験館整備工事及びプラ

の

ネタリウム更新工事を

科

完了した。

成果

　オー

学

プンに向け、ラボでの

体

科学実験や簡単工作な

験

どのコンテンツ開発な

館

ど、具体的な運用方法

整

を確立する必要がある

備

。

課題

指標名称（単位

事

）
実績値 目標値

２４年

業

度 ２５年度 ２６年度 ２

担

７年度 ２９年度

活動 科

当

学体験館整備事業進捗

課

状況（％） ― 10.0

夢

100.0 ― ―
指標

指

と

標

他市との
比較検証

学びの科学



験館

款 項 目 担当係 夢と学びの科学体験館

3 2 4

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　

平

価

各視点からの評価 評

成

価の理由

　旧来の児童

２

館施設から、普段学校

７

では体験できない科学

年

・法的業務
高い

をテー

度

マとした実験やショー

（

などのコンテンツと最

平

新型の
必要性 ・市民ニ

成

ーズ、社会需要 プラネ

２

タリウムを備えた科学

６

体験館への刷新により

年

、施設
・市民生活上必

度

要である　など の魅力

評

を増幅し、利用年齢層

価

のターゲットを広げる

）

。

　プラネタリウム更

刈

新の業者選定にプロポ

谷

ーザル方式を採
・コス

市

トの節減、費用対効果

事

高い
用し、導入機器、

務

ソフトウェア及び映像

事

コンテンツまでの
効率

業

性 ・執行体制の効率性

評

ワンパッケージの提案

価

を受け、より高水準か

シ

つ施設の実情
・手段の

ー

最適性　など に即した

ト

提案を採用した。

　市

（

の科学体験活動の拠点

様

として、ものづくり産

式

業を基盤
・市が主体と

２

なって実施する
普通

と

）

する市の未来を支える

会

子どもたちを中心に、

計

科学への関
妥当性 　べ

名

き事業であるか 心を高

担

めるとともに、科学に

当

まつわる郷土の偉人に

部

関する
・総合計画との

次

整合性　など 展示物に

世

よる郷土の歴史文化に

代

対する市民意識の醸成

育

を目
指し、総合計画に

成

おける将来都市像の実

部

現に寄与する。
　「も

一

のづくりのまち」とし

般

て市の魅力を内外にア

会

ピール

施策への ・施策

計

への貢献度
高い

し、科

（

学体験を通して未来を

仮

担う子どもたちの夢と

称

学びの
・目標達成度 心

）

を育む。
貢献度 ・市民

夢

サービスへの効果　な

と

ど

今後の方向性 ■拡充

学

　□現状維持　□改善

び

・効率化　□縮小　□

の

終期設定　□休止・廃

科

止

　平成27年度のオ

学

ープンに向け、未来を

体

担う子どもたちの夢と

験

学びの心を育む各種プ

館

ログラムの充実を図る

整

。

備事業

Ｃ
 
　
Ｈ

担

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

当

　
∧
　
評
　
価
　
∨

課 夢と学びの科学体



担

合計 146,900,

当

000 円
工事請負費

係

146,900,00

夢

0 円

財
　
源

特定財源

と

0 0 70,000 0

一

学

般財源 0 0 76,90

び

0 0

職員人件費　② 0

の

0 3,520 0

総事業

科

費（①＋②） 0 0 15

学

0,420 0

建
設
事
業

体

全体事業費（単位：千

験

円） 0 ２６年度特定財

館

源名称

２６年度までの

3

累積事業費 0 繰入金

２

2

８年度以降の事業費見

4

込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

平

福祉安全

基本施策 次世

成

代育成・子育て支援
施

２

策体系
施策の内容 子ど

６

もの居場所づくり

目
　

年

　
　
的

　公共施設の質

度

の確保、ライフサイク

評

ルコス

主
た
る
内
容

〇改

価

修工事
トの削減に向け

）

て、計画的に予防保全

刈

を図る｡ 　・建築工事

谷

　　　エレベータ改修

市

　　　屋上防水
　　　

事

外壁改修
　・電気工事

務

　　　幹線、動力、電

事

灯、コンセント改修
　

業

　　キュービクル取替

評

、自家発電装置取替
　

価

・管工事
　　　受水槽

シ

取替
　　　給水管、排

ー

水管取替
　　　付帯設

ト

備改修

位
置
づ
け

関連計

（

画

根拠法令

対象者 対象

様

者を限定せず 事業期間

式

平成２６年度 ～ 平成２

１

６年度

実施方法 ■直営

）

　□委託　□指定管理

会

　□補助・助成　□そ

計

の他

名 担当部 次世代育

Ｂ
　
事
　
業
　

成

実
　
績

２４年度実績 ２

部

５年度実績 ２６年度実

一

績 ２７年度計画

　 　 中

般

央児童館の大規模改修

会

工事 　
　 　 を行った。

計

　
　 　 　
　 　 　
　　　

中

――――――― 　　　

央

――――――― 　　　

児

―――――――

老朽化

童

した施設を予防保全し

館

、耐用年数の伸長がで

大

きた。

成果

課題

指標名

規

称（単位）
実績値 目標

模

値

２４年度 ２５年度 ２

改

６年度 ２７年度 ２９年

修

度

活動 大規模改修工事

事

進捗率（％） ― ― 10

業

0.0 ― ―
指標

指標

他

担

市との
比較検証

当課 夢と学びの科

Ｃ
　

学

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

体

位：千円
２４年度 ２５

験

年度 ２６年度 ２７年度

館

２６年度

（決算） （決

款

算） （決算） （予算）

項

事業費内訳

事業費　①

目

0 0 146,900 0



当係 夢と学びの科学体験館

3 2 4

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点から

平

の評価 評価の理由

　昭

成

和５６年に整備され、

２

竣工後３３年を経過し

７

老朽化し
・法的業務

高

年

い
た中央児童館を、（

度

仮称）夢と学びの科学

（

体験館整備事業
必要性

平

・市民ニーズ、社会需

成

要 と併せて大規模改修

２

を施し、公共施設とし

６

て求められる安
・市民

年

生活上必要である　な

度

ど 全性の確保及び機能

評

維持を図った。

　開館

価

と同時に整備されたプ

）

ラネタリウムはその機

刈

器設備
・コストの節減

谷

、費用対効果
高い

の老

市

朽化及び技術進歩に伴

事

う投影能力の相対的低

務

下は明ら
効率性 ・執行

事

体制の効率性 かであり

業

、更新時期の見極めを

評

待つ状態であったが、

価

今回
・手段の最適性　

シ

など の大規模改修と同

ー

時に施設全体の機能見

ト

直しを含む更新整
備を

（

行うことにより、コス

様

トの節減を図った。
　

式

刈谷市公共施設維持保

２

全計画に基づき実施。

）

・市が主体となって実

会

施する
普通妥当性 　べ

計

き事業であるか
・総合

名

計画との整合性　など

担

　安心、快適なサービ

当

スを提供するための機

部

能維持、予防

施策への

次

・施策への貢献度
普通

世

保全による耐用年数の

代

伸長、ライフサイクル

育

コストの削減
・目標達

成

成度 を図った。
貢献度

部

・市民サービスへの効

一

果　など

今後の方向性

般

□拡充　□現状維持　

会

□改善・効率化　□縮

計

小　■終期設定　□休

中

止・廃止

竣工に伴い、

央

事業目的を達成した。

児童館大

Ｃ
 
　
Ｈ
 

規

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

模

∧
　
評
　
価
　
∨

改修事業
担当課 夢と学びの科学体験館

款 項 目 担



夢

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

と

　
ス
　
ト

単位：千円
２

学

４年度 ２５年度 ２６年

び

度 ２７年度 ２６年度

（

の

決算） （決算） （決算

科

） （予算） 事業費内訳

学

事業費　① 11,69

体

0 11,861 3,6

験

65 0 合計 3,664

館

,840 円
需用費 1

3

,821,505 円

2

財
　
源

特定財源 251

4

243 168 0 役務費 88,100 円
委託料 292,658 円

一般財源 11,439 11,618 3,497 0 使用料及び賃借料
1,462,577 円

職員人件費　② 4,598 3,156 1,760 0

総事業費（①＋②） 16,288 15,017 5,425 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 福祉安

平

全

基本施策 次世代育成

成

・子育て支援
施策体系

２

施策の内容 子どもの居

６

場所づくり

目
　
　
　
的

年

　中央児童館の適切か

度

つ効率的な運営を図る

評

主
た
る
内
容

　中央児童

価

館の施設機能を維持す

）

るため、各
ため、施設

刈

の維持管理を行う。 種

谷

点検や清掃、保守管理

市

、警備委託等を実施
す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

務

刈谷市次世代育成支援

事

行動計画

根拠法令 児童

業

福祉法

対象者 児童・保

評

護者 事業期間 昭和５６

価

年度 ～

実施方法 ■直営

シ

　□委託　□指定管理

ー

　□補助・助成　□そ

ト

の他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　

担

実
　
績

２４年度実績 ２

当

５年度実績 ２６年度実

部

績 ２７年度計画

　中央

次

児童館の施設全般の維

世

　中央児童館の施設全

代

般の維 　中央児童館閉

育

館中、工事着 　
持管理

成

を適切に行った。 持管

部

理を適切に行った。 手

一

前期間及び竣工後新規

般

開館 　
までの期間中の

会

施設維持管理 　
を適切

計

に行った。 　
　　　―

中

――――――

　中央児

央

童館の改修工事準備、

児

オープン前準備に係る

童

施設維持管理を適切に

館

行った。

成果

　（仮称

管

）夢と学びの科学体験

理

館竣工に伴う平成27

事

年度以降の業務内容及

業

び館内区画の変更に対

担

応する管理体制の確立

当

。

課題

指標名称（単位

課

）
実績値 目標値

２４年

夢

度 ２５年度 ２６年度 ２

と

７年度 ２９年度

活動 中

学

央児童館開館日数（日

び

） 308 308 ― ― ―

の

指標
成果 中央児童館利

科

用者数（人） 85,0

学

90 91,888 ― ―

体

―
指標

 
他市との
比較

験

検証

館

款 項 目 担当係



担

標値

２４年度 ２５年度

当

２６年度 ２７年度 ２９

係

年度

活動 一ツ木児童館

夢

開館日数（日） 307

と

308 307 309 3

学

09
指標
成果 一ツ木児

び

童館利用者数（児童ク

の

ラブを除く）（人） 1

科

5,585 16,04

学

6 18,808 16,

体

600 17,000
指

験

標
 

他市との
比較検証

館

3 2 4

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,036 8,018 8,327 8,560 合計 8,326,560 円
需用費 61,560 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 8,265,000 円

一般財源 8,036 8,018 8,327 8,560

職員人件費　② 1,768 2,104 1,056 1,497

総事業費（①＋②） 9,804 10,122 9,383 10,057

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

平

福祉安全

基本施策 次世

成

代育成・子育て支援
施

２

策体系
施策の内容 子ど

６

もの居場所づくり

目
　

年

　
　
的

　一ツ木児童館

度

を適切に管理・運営を

評

するこ

主
た
る
内
容

　一

価

ツ木児童館の指定管理

）

者として刈谷市社
とに

刈

より、健全な遊びを通

谷

して児童の健康を 会福

市

祉協議会を指定し、地

事

域児童館の管理・
増進

務

し、情操を豊かにする

事

。 運営を行う。
開設場

業

所　一ツ木福祉センタ

評

ー内

位
置
づ
け

関連計画

価

刈谷市次世代育成支援

シ

行動計画

根拠法令 児童

ー

福祉法、児童館ガイド

ト

ライン

対象者 児童・保

（

護者 事業期間 平成１０

様

年度 ～

実施方法 □直営

式

　□委託　■指定管理

１

　□補助・助成　□そ

）

の他

会計名 担当部 次世

Ｂ
　
事
　
業
　

代

実
　
績

２４年度実績 ２

育

５年度実績 ２６年度実

成

績 ２７年度計画

　子ど

部

もたちに遊びや生活の

一

　子どもたちに遊びや

般

生活の 　子どもたちに

会

遊びや生活の 　子ども

計

たちに遊びや生活の
援

一

助、地域における子育

ツ

て支 援助、地域におけ

木

る子育て支 援助、地域

児

における子育て支 援助

童

、地域における子育て

館

支
援を行い、心身とも

管

に健やか 援を行い、心

理

身ともに健やか 援を行

運

い、心身ともに健やか

営

援を行い、心身ともに

事

健やか
に育成すること

業

ができた。 に育成する

担

ことができた。 に育成

当

することができた。 に

課

育成する。

　指定管理

夢

者として刈谷市社会福

と

祉協議会を指定し、一

学

ツ木児童館の管理運営

び

を行うことにより、健

の

全な遊びを通して子

成

科

果
どもたちの健康を増

学

進し、情操を豊かにす

体

ることができた。

　平

験

成26年度に引続き、

館

新しい行事を展開し魅

款

力的な児童館の運営に

項

努めること。

課題

指標

目

名称（単位）
実績値 目



目

こと。

課題

指標名称（

担

単位）
実績値 目標値

２

当

４年度 ２５年度 ２６年

係

度 ２７年度 ２９年度

活

夢

動 なのはな児童館開館

と

日数（日） 307 30

学

8 307 309 309

び

指標
成果 なのはな児童

の

館利用者数（人） 8,

科

593 8,513 8,

学

576 9,000 10

体

,000
指標

他市との

験

比較検証

館

3 2 4

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,043 4,054 4,050 4,187 合計 4,050,000 円
委託料 4,050,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 4,043 4,054 4,050 4,187

職員人件費　② 1,768 2,104 1,408 1,871

総事業費（①＋②） 5,811 6,158 5,458 6,058

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

（

業
　
概
　
要

総合計画
分

平

野 福祉安全

基本施策 次

成

世代育成・子育て支援

２

施策体系
施策の内容 子

６

どもの居場所づくり

目

年

　
　
　
的

　地域の児童

度

館として、なのはな児

評

童館を適

主
た
る
内
容

　

価

なのはな児童館の指定

）

管理管理者として市
切

刈

に管理・運営すること

谷

により、健全な遊び 川

市

商事株式会社を指定し

事

、地域児童館の適切
を

務

通して児童の健康を増

事

進し、情操を豊かに な

業

管理運営を行う。
する

評

。 開設場所　老人デイ

価

サービスセンターなの

シ

は
　　　　　な2階

位

ー

置
づ
け

関連計画 刈谷市

ト

次世代育成支援行動計

（

画

根拠法令 児童福祉法

様

、児童館ガイドライン

式

対象者 児童・保護者 事

１

業期間 平成２３年度 ～

）

実施方法 □直営　□委

会

託　■指定管理　□補

計

助・助成　□その他

名 担当部 次世代育成

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

２４年度実績 ２５年度

一

実績 ２６年度実績 ２７

般

年度計画

　子どもたち

会

に遊びや生活の 　子ど

計

もたちに遊びや生活の

な

　子どもたちに遊びや

の

生活の 　子どもたちに

は

遊びや生活の
援助、地

な

域における子育て支 援

児

助、地域における子育

童

て支 援助、地域におけ

館

る子育て支 援助、地域

管

における子育て支
援を

理

行い、心身ともに健や

運

か 援を行い、心身とも

営

に健やか 援を行い、心

事

身ともに健やか 援を行

業

い、心身ともに健やか

担

に育成することができ

当

た。 に育成することが

課

できた。 に育成するこ

夢

とができた。 に育成す

と

る。

　指定管理者とし

学

て市川商事㈱を指定し

び

、なのはな児童館の管

の

理運営を行うことによ

科

り、健全な遊びを通し

学

て子どもたち

成果
の健

体

康を増進し、情操を豊

験

かにした。

　平成26

館

年度に引続き、新しい

款

行事を展開し魅力的な

項

児童館の運営に努める



目

度 ２７年度 ２９年度

活

担

動 プラネタリウム投映

当

回数（回） 379 37

係

2 ― 707 707
指標

夢

成果 プラネタリウム入

と

場者数（人） 30,6

学

29 31,955 ― 4

び

6,460 50,00

の

0
指標

 愛知県内11

科

施設中、2番目に古い

学

プラネタリウム機器で

体

ある。
他市との  入場

験

者数　豊田60,30

館

0人 安城17,23

3

9人(平成24年度)

2

比較検証

4

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,987 8,715 314 0 合計 314,120 円
旅費 94,120 円

財
　
源

特定財源 596 611 0 0 委託料 200,000 円
負担金、補助及び

一般財源 8,391 8,104 314 0 交付金 20,000 円

職員人件費　② 7,428 7,715 3,520 7,112

総事業費（①＋②） 16,415 16,430 3,834 7,112

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

（

業
　
概
　
要

総合計画
分

平

野 福祉安全

基本施策 次

成

世代育成・子育て支援

２

施策体系
施策の内容 子

６

どもの居場所づくり

目

年

　
　
　
的

　プラネタリ

度

ウムの保守管理業務及

評

び番組制

主
た
る
内
容

　

価

プラネタリウムの性能

）

を維持するため定期
作

刈

を行い、一般投映・学

谷

習投映を実施するこ 的

市

に保守管理を行う。
と

事

により、子どもたちの

務

星や宇宙への関心を 　

事

番組の制作については

業

、刈谷市教育研究会
高

評

める。 のプラネタリウ

価

ム教材開発委員会に委

シ

託して
、一般投映番組

ー

と学習投映番組を制作

ト

して投
映する。

位
置
づ

（

け

関連計画 刈谷市次世

様

代育成支援行動計画

根

式

拠法令  

対象者 対象者

１

を限定せず 事業期間 昭

）

和５６年度 ～

実施方法

会

■直営　■委託　□指

計

定管理　□補助・助成

名

　□その他

担当部 次世代育成

Ｂ
　
事

部

　
業
　
実
　
績

２４年度

一

実績 ２５年度実績 ２６

般

年度実績 ２７年度計画

会

一般投映（季節の投映

計

） 一般投映（季節の投

プ

映） プラネタリウム機

ラ

器更新のた 一般投映（

ネ

オリジナル番組等
学習

タ

投映（幼稚園、保育園

リ

年 学習投映（幼稚園、

ウ

保育園年 め投映なし の

ム

投映）
長・小学4年生

管

・中学1年生） 長・小

理

学4年生・中学1年生

運

） 学習投映（幼稚園、

営

保育園年
一般投映用番

事

組の制作 一般投映用番

業

組の制作 長・小学4,

担

6年生・中学1年生
学

当

習投映用番組の一部改

課

訂 学習投映用番組の一

夢

部改訂 ）

　子どもたち

と

の星や宇宙への関心を

学

高めるため、プラネタ

び

リウム機器の更新を行

の

うことができた。

成果

科

　プラネタリウム機器

学

更新後の番組制作や投

体

映方法について具体的

験

な方策を立てる必要が

館

ある。

課題

指標名称（

款

単位）
実績値 目標値

２

項

４年度 ２５年度 ２６年



び

中し混雑す

ることがあ

の

った。
課題

指標名称（

科

単位）
実績値 目標値

２

学

４年度 ２５年度 ２６年

体

度 ２７年度 ２９年度

活

験

動 交通児童遊園開園日

館

数（日） 299 29

3

7 290 300 300

2

指標
成果 交通児童遊園

5

乗物利用状況（人） 1,337,330 1,336,363 1,332,598 1,340,000 1,350,000
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 85,882 89,052 96,866 110,726 合計 96,865,545 円
需用費 4,482,000 円

財
　
源

特定財源 64,159 63,878 72,186 69,229 役務費 28,237 円
委託料 92,355,308 円

一般財源 21,723 25,174 24,680 41,497

職員人件費　② 1,415 701 1,056 1,871

総事業費（①＋②） 87,297 89,753 97,922 112,597

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 福祉安全

基本

平

施策 次世代育成・子育

成

て支援
施策体系

施策の

２

内容 子どもの居場所づ

６

くり

目
　
　
　
的

　交通

年

児童遊園を安全かつ効

度

率的に管理運営

主
た
る

評

内
容

　交通児童遊園の

価

指定管理者として都市

）

施設
することにより、

刈

屋外型児童厚生施設と

谷

して 管理協会を指定し

市

、施設の適正な管理運

事

営を
子どもたちに健全

務

な遊びの場を提供し、

事

その 実施する。
健康を

業

増進し、情操を豊かに

評

する。

位
置
づ
け

関連計

価

画 刈谷市次世代育成支

シ

援行動計画

根拠法令 児

ー

童福祉法

対象者 児童・

ト

保護者 事業期間 昭和５

（

０年度 ～

実施方法 □直

様

営　□委託　■指定管

式

理　□補助・助成　□

１

その他

）

会計名 担当部 次

Ｂ
　
事
　
業

世

　
実
　
績

２４年度実績

代

２５年度実績 ２６年度

育

実績 ２７年度計画

　児

成

童に健全な遊び場を提

部

供 　児童に健全な遊び

一

場を提供 　児童に健全

般

な遊び場を提供 　児童

会

に健全な遊び場を提供

計

し、その健康を増進し

施

情操を し、その健康を

設

増進し情操を し、その

管

健康を増進し情操を し

理

、その健康を増進し情

事

操を
豊かにする場とし

業

ての交通児 豊かにする

担

場としての交通児 豊か

当

にする場としての交通

課

児 豊かにする場として

夢

の交通児
童遊園を安全

と

で効率的に管理 童遊園

学

を安全で効率的に管理

び

童遊園を安全で効率的

の

に管理 童遊園を安全で

科

効率的に管理
運営した

学

。 運営した。 運営した

体

。 運営する。

　児童に

験

健全な遊び場を提供し

館

その健康を増進し情操

款

を豊かにする場として

項

の交通児童遊園を、安

目

全で効率的に管理運営

担

成果
することができた

当

。

　利用料金が安く本

係

格的な遊具が揃ってい

夢

るというマスコミの情

と

報提供により、施設の

学

受入能力以上に人が集



び

名称（単位）
実績値 目

の

標値

２４年度 ２５年度

科

２６年度 ２７年度 ２９

学

年度

活動 交通児童遊園

体

工事箇所数（箇所） 3

験

3 5 6 5
指標
成果 交通

館

児童遊園乗物利用者数

3

（人） 1,337,3

2

30 1,336,36

5

3 1,332,598 1,340,000 1,350,000
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,087 5,000 5,395 69,754 合計 5,395,200 円
工事請負費 5,395,200 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 3,087 5,000 5,395 69,754

職員人件費　② 1,415 1,403 1,056 1,497

総事業費（①＋②） 4,502 6,403 6,451 71,251

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２７

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 福祉安全

基本

平

施策 次世代育成・子育

成

て支援
施策体系

施策の

２

内容 子どもの居場所づ

６

くり

目
　
　
　
的

　交通

年

児童遊園は近隣市の中

度

でも人気が高い

主
た
る

評

内
容

　交通児童遊園利

価

用者の安全性・利便性

）

の向
施設であり利用者

刈

数も多いため、施設の

谷

消耗 上を図るため、必

市

要に応じて老朽化した

事

施設
や劣化も早い。多

務

くの利用者が常に安全

事

かつ を整備・更新する

業

。
快適に楽しむことが

評

できるように施設を整

価

備
する。

位
置
づ
け

関連

シ

計画 刈谷市次世代育成

ー

支援行動計画

根拠法令

ト

児童福祉法

対象者 児童

（

・保護者 事業期間 昭和

様

５０年度 ～

実施方法 ■

式

直営　□委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 次世

Ｂ
　
事
　

代

業
　
実
　
績

２４年度実

育

績 ２５年度実績 ２６年

成

度実績 ２７年度計画

薬

部

師川沿いのフェンス取

一

替工 ＳＬ機関車階段付

般

近の転落防 気中開閉器

会

高圧地絡継電器付 日除

計

けテント設置工事、ポ

施

セ
事、人工芝すべり台

設

(東エリア止フェンス

整

設置工事、ゴーカ 取替

備

工事、キッズコースタ

事

ー イドン安全ベルト設

業

置工事、
)の人工芝張

担

替工事、案内看板ート

当

コース補修工事、便所

課

汚 転落防止工事、ミニ

夢

新幹線排 法面改修工事

と

、移動販売車用
の整備

学

を実施した。 水管の修

び

繕を実施した。 水工事

の

、操作室内空調設置工

科

コンセント盤設置工事

学

を実施
事、エレベータ

体

ー改修工事を する。
実

験

施した。

　交通児童遊

館

園の施設を必要に応じ

款

て整備・改修を進め、

項

利用者の安全性・利便

目

性の向上を図ることが

担

できた。

成果

　利用者

当

の安全性・利便性を継

係

続的して確保していく

夢

ため、計画的に施設の

と

修繕整備を進めていく

学

必要がある。

課題

指標
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